
国東市社協（1）平成21年４月20日

国東市ふれあいネットワーク

社協だより
―第12号―

平成21年４月20日【第12号】編集発行
大分県国東市武蔵町古市1086番地1
社会福祉法人　国東市社会福祉協議会
TEL：0978-68-1976 ／ FAX：0978-68-1677

みんなが共有できる福祉のまちづくり

（写真：くにさきケアセンターなのはな　お花見）



国東市社協 平成21年４月20日（2）第12号

づくり事業
モデル地区活動報告 ～１年間の活動を通して～

　高齢化が進む私達鬼籠地区は、国東市社会福祉協議会の推進する「支えあうまちづくり事業」
のモデル地区として昨年４月１日に区役員、隣保班長、民生委員、老人クラブ役員、保健推
進委員に集まっていただき事業を実施することになりました。
　この事業の実施にあたり、まず先進地事例研修として県下でも地域の見守り活動が盛んで
ある中津市本耶馬渓町に出向きました。具体的な実施状況等について詳しく説明を受け、地
域内の活動に対する意識を盛り上げることができました。鬼籠地区の活動として①小地域
福祉懇談会等各種会合の際に地域の支えあいについて話し合い、活動趣旨の共通理解を図る。
②地区内の安心、安全を目指しての声かけや見守り訪問の実施について昨年度は取組んでき
ました。しかしまだまだすべてが充分とは言えません。今年度は、区役員等が変わり新しい
出発となりますが、一人一人がコミュニケーションを図り活動に取り組みたいと思います。

国見町：鬼籠地区
岩井　今朝信さん

　昨年「支えあうまちづくり事業」のモデル地区の話をうけて、区長・民生委員等と相談し、今
までやってきた「ふれあいネットワーク」を基にやってみようということになりました。区長は
じめ役員、隣保班長、民生委員それに老人クラブ会長、保健推進委員などの熱心な取り組みで小
地域福祉懇談会を年6回開いて、独居老人や障がい者などのことを報告し合い対策を話し合って
います。さらに最も気になる人には見守り係をきめて、定期的に見守り活動も行っています。
　幸いにも区が地理的にまとまっていることと、区の皆さんが回覧板の手渡しの励行や、遠方へ
の外出・宿泊をする場合は隣人か近くの親戚へ必ず連絡するなどを実施して徐々にではあります
が「支えあうまちづくり事業」が住民に広がっていると思います。これからはさらに見守り活動
を定着させて、皆で「支えあうまちづくり事業」を充実させて住みよい、あたたかいまちにして
いきたいと思います。

国東町：原地区
見初　　稔さん

　吉広地区では、昨年11月末より支えあうまちづくり事業として吉広地区全世帯で黄色い旗
運動に取組んでいます。この取組みによって地域の方の気持ちが少しづつ変わりはじめ、日
頃から隣近所等周りを気にするようになりました。また、黄色い旗運動という共通の話題が
でき、住民同士のちょっとした話ができるようになり隣近所の会話が増えました。
　吉広地区では、急速な高齢化が進み老人クラブに加入している方がいる世帯が80％以上も
あります。また、子どもも少ない為地域が暗くなっているように感じます。この黄色い旗運
動を通して少しでも地域に活気が戻り、明るい地域になればと思います。今年の取組みとし
ては、毎月2回の区長文書を一軒一軒手渡しで配れるよう呼びかけていきたいと考えています。武蔵町：吉広地区

末綱　正直さん

　昨年より下山口地区では見守り訪問活動を行っています。訪問対象者から「ありがとう」
と一言頂くと私自身の励みとなり今後もこの活動を継続していきたいと思っています。
　しかし、実際訪問活動を行う中で、訪問した際に会えなかったりしますと何かあったのか
と心配してしまい非常に気になります。その場合は隣の方に電話して家に在宅しているかま
た夜間に電気がついているかなど確認をお願いしています。外出する時や２～３日家を留守
にする場合は近所の方へ連絡をしていただければと思います。
　今年度は、訪問対象者への訪問回数を少しでも増やしていければと考えています。

安岐町：下山口地区
河野　勝士さん
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支えあうまち
支えあい　みんなで広げる　地域の輪

モデル地区意見交換会! ！

　平成２１年２月３日 （火） 国東福祉センター研修室において４箇所のモ

デル地区 （国見町鬼籠地区、 国東町原地区、 武蔵町吉広地区、 安岐町

下山口地区） 役員２４名による意見交換会を実施し、 各グループに分か

れて日頃の活動報告や問題点、 そして　これからの活動方法等について

の意見を交換しました。

　参加された方は、 どのようにすればより自分達の地域の支えあいがうま

くできるのか他のモデル地区の意見に対して熱心に耳を傾けていました。

　今年度は、 上記４地区以外の実施地区が増えるよう社会福祉協議会で

は支えあうまちづくり事業を推進していきます。

黄色い旗運動のアンケート調査報告！

　国東市ボランティア連絡協議会の呼びかけで武蔵町吉広地区が取組んでいる黄色い旗運動について、国東市行
政区の方よりたくさんのお問い合わせをいただきました。今回実施地区である吉広地区の方にご協力をいただき
活動に対するアンケート調査を実施しました。
　今回のアンケートは吉広地区の全142世帯を対象に実施し、120世帯から回答
が得られました。（アンケート回収率85%）
　気になるところはこの運動の参加率です。「出しっ放し」を”不参加”とした場合、
75%の世帯が黄色い旗運動に参加していることになります。また、旗の出し入れ
を「負担に感じない」と回答した世帯は64%という結果が得られました。「毎日
出し入れしている」と回答した62世帯の中で「負担に感じない」と回答した世帯
は48世帯にものぼり、吉広地区住民の意識の高さを感じます。
　“地域の中でコミュニケーションを増やして、地域力を高めよう”というのが
黄色い旗運動の大きな狙いです。中には「旗を出さなかったけど誰も訪れてくれ
なかった」という意見も複数寄せられました。これにより一人暮らし高齢者の中
には自分から進んで声を出せない人も存在するということが伺えます。黄色い旗
はそういった声に出せない寂しい気持ちを代弁するアイテムにも成り得ていると
いうことです。旗が出ていない家があったら是非声をかけてみましょう！
　また、少数ではありますが、黄色い旗運動に反対している意見も寄せられまし
た。「空き巣被害が懸念される」というものです。このような少数意見を真摯に
受け止めて、自分たちの地域は自分たちで守るという意識をしっかりと持ち、警
察や自治体とも協力しながら、安心して暮らせる地域づくりに取組みたいと思い
ます。黄色い旗運動に関するお問い合わせは、社会福祉協議会までお願い致します。

「黄色い旗運動に参加していますか？」

毎日出入れしている毎日出入れしている

出しっ放し
27世帯　２３％
出しっ放し
27世帯　２３％

時々忘れる
2９世帯　２４％
時々忘れる
2９世帯　２４％

6262 世帯世帯 51%51%

「旗の出し入れを負担に感じますか？」

負担に感じる
9世帯　８％
負担に感じる
9世帯　８％

どちらかと言えば
負担に感じる
22世帯　18%

どちらかと言えば
負担に感じる
22世帯　18%

負担に感じない
７７世帯　６４%
負担に感じない
７７世帯　６４%

無回答
12世帯　10%
無回答
12世帯　10%

みなさまのご意見やご要望をお待ちしています。

　国東市社会福祉協議会では、住みよい福祉のまちづくりを目指してみなさまからのご意見やご
要望をお待ちしています。「こんな事業に取組んでほしい」「このようなことで困っている」など、
お気付きの点やご相談がございましたら下記までお気軽にお寄せください。

電話：０９７８－６８－１９７６　　FAX：０９７８－６８－１６７７
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地域のボランティアさん紹介！！　～声の広報誌～

国東市こどもまつりを開催します第４回

日時●平成21年５月24日㈰　9：30 ～ 15：00　※（雨天中止）

場所●国東市安岐町中園437　”安岐コミュニティー広場“

☆ドッジボールとは一味ちがう「ドッジビー大会」
☆あの有名選手に会える「トリニータ選手交流会」
☆ その他にもたくさんのアトラクションをご用意しています。詳しくは、
今後お配りするチラシをご覧ください。

お問い合わせ先：国東市社会福祉協議会　　　０９７８－６８－１９７６

出店希望の方は、下記お問い合わせ先へご連絡ください。
※応募締切は 5月13日(水)までです。

フリーマーケット
出店募集

 

ボランティアグループ　『なの実会』
　国東町のボランティアグループ 『なの実会』 では、 毎月の市報

をカセットテープに吹き込んで、 目の不自由な方に届けるというボ

ランティア活動を30年間続けており、 現在４名の方が利用されてい

ます。 この日も市報の吹込みをしているとのことで活動について

お話を伺いました。

Q．活動をはじめたきっかけはどうしてですか？
椎原： この活動をはじめたきっかけは、もともと行政が行って

いた吹込み作業をボランティアとして代わりに引受けた
ことです。

Q．活動をしてよかったことは何ですか？
郷司 ：  このボランティア活動を通じて目の不自由な方々とふれ合

うことができ、家族ぐるみのお付き合いができるようになっ
たことです。

Q．最後に何か一言お願いします。
溝部 ：  国東市内の方で、 声の広報誌を希望される方がいましたら

いつでも気軽に連絡ください。

（左）　　郷　司　三千代　さん
（中央）　椎　原　ミツ子　さん
（右）　　溝　部　清　子　さん

カセットテープに市報の内容を吹込み中

声の広報誌を希望される方は下記まで連絡をお願いします。

※声の広報誌カセットテープは無料です。

　　　　　　　　　連絡先：なの実会

　　　　　　　　　電話番号：0978-72-0744（椎原）
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～誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるように～

●あなたの周りで困っている人はいませんか？

●どのような人が利用できるの？

□ 福祉のサービスを受けたいけれど、 どうしたら良いか

よくわからない。

□いろいろな書類が来るけれど、 よく分からない。

□毎日の暮らしの必要なお金の出し入れに困っている。

□通帳や印鑑を無くしてしまって、 困っている。 　など

　判断能力に不安があったり、 判断能力が不十分な高

齢者、 知的障がいや精神に障がいのある方などです。

ただし、 ご本人と契約を締結することから、 一定以上の

判断能力が必要となります。

●どのようなサービスを受けられるの？

(福祉サービスの利用のお手伝い）
① 福祉サービスの相談 ・ 助言 ・ 申し込み手続き ・ 支払い ・
苦情解決を利用する手続き

(日常生活に必要な手続きのお手伝い）
①住宅改造や住宅の賃借について情報提供や助言

②住民票の届出などの行政手続きの支援

③クーリングオフなど、日常生活上の消費契約の手続きの支援

(日常的なお金の出し入れのお手伝い）
①年金 ・福祉手当の受領に必要な手続き

②税金 ・公共料金の支払い

③家賃や食材費の支払い

④生活費を定期的に届ける

⑤以上に伴う預貯金の預け入れ、払い戻し、解約の手続きの支援

(大切な書類などのお預かり）
①通帳や証書　　②契約書類　　③実印や銀行印

④保険証書　　　⑤年金証書　　⑥権利証

⑦その他、 社協が適切と認めた書類

●利用するにはいくらかかるの？

①相談 ・訪問 ・ 支援計画の作成については無料
② 福祉サービスの利用 ・ 日常生活に必要な手続き ・ 日常的な

お金の出し入れについては、 １回あたり1,330円
③大切な書類などのお預かりについては、 １か月あたり500円

お困りの事がありましたら、国東市社会福祉協議会までご相談ください。
お問い合わせ先　　電話０９７８－６８－１９７６

日常生活自立支援事業

※ 一定以上の判断能力が無いと判断された人は、

成年後見制度を活用して、成年後見人、補佐人、

補助人と契約することができます。

※生活保護を受けている方は、②、③の利用料無料。
※ 市町村民税非課税の方は、②の利用料の３分の１が公費助成さ
れるため、８９０円。
※ 金融機関の貸金庫、保護預かり、振込手数料など各種手続きに
要する費用は、ご本人の負担となります。
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１月１日～
３月31日
受付分

◆
国
見
町

田　

中　

美
智
子　

様（
故
岩
丸
年
夫
様
）

◆
国
見
町
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子　
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）
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見
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小　
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）
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町

藤　

嵜　
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里　
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）

◆
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見
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重　

光　
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信　
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）
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見
町
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部　

貞　

男　

様（
故　

シ
ズ
ノ
様
）

◆
国
東
町

石　

丸　

浩　

一　

様（
故　

玉
男　

様
）

◆
国
東
町

舛　

永　

弘　

行　

様（
故　

勇　
　

様
）

◆
国
東
町

松　

木　

達　

夫　

様（
故　

フ
ミ
ヱ
様
）

◆
国
東
町

溝　

部　

幸　

治　

様（
故　

敬
子　

様
）

◆
国
東
町

児　

玉　

ア
ツ
子　

様（
故　

文
夫　

様
）

◆
国
東
町

安　

松　

賢　

治　

様（
故　

幸
夫　

様
）

◆
国
東
町

寺　

川　

マ
サ
子　

様（
故　

文
廣　

様
）

◆
国
東
町

小
笠
原　

リ
ツ
子　

様（
故　

勲　
　

様
）

◆
国
東
町

堤　
　
　

真　

次　

様（
故　

万
須
美
様
）

◆
国
東
町

茅　

嶋　

俊　

博　

様（
故　

隆
光　

様
）

◆
国
東
町

髙　

木　

弘　

文　

様（
故　

己
昭　

様
）

◆
国
東
町

長　

木　

清　

正　

様（
故　

鶴
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佐　

野　

勝　

也　

様（
故　

寛
冶　

様
）

◆
国
東
町

大　

谷　

安　

則　

様（
故　

マ
ツ
子
様
）

◆
国
東
町

河　

野　

竜
太
郎　

様（
故　

豊
治　

様
）

◆
国
東
町

岩　

﨑　

貴　

彦　

様（
故　

ミ
ツ
ル
様
）

◆
国
東
町

岩　

崎　

博　

文　

様（
故　

初
子　

様
）

◆
国
東
町

陽　
　
　

利　

八　

様（
故　

ハ
ル　

様
）

◆
国
東
町

橋　

本　

信　

男　

様（
故　

重
子　

様
）

◆
国
東
町

渡　

辺　

利　

男　

様（
故　

恵
美
子
様
）

◆
国
東
町

猪　

部　

敬　

彦　

様（
故　

秋
子　

様
）

◆
国
東
町

松　

本　

重　

幸　

様（
故　

玲
子　

様
）

◆
国
東
町

石　

川　

和　

洋　

様（
故　

カ
ツ
ヨ
様
）

◆
国
東
町

清　

末　

宏　

之　

様（
故　

明　
　

様
）

◆
国
東
町

藤　

原　

順　

一　

様（
故　

秀
喜　

様
）

◆
国
東
町

栗　

林　

公　

一　

様（
故　

ア
サ
ノ
様
）

◆
国
東
町

小
笠
原　

俊　

明　

様（
故　

永
子　

様
）

◆
国
東
町

吉　

田　

憲　

弘　

様（
故　

初
江　

様
）

◆
国
東
町

梅　

村　

ま
ゆ
み　

様（
故
萱
嶋
モ
モ
カ
様
）

◆
国
東
町

平　

田　

義　

彦　

様（
故　

鈴
代　

様
）

◆
武
蔵
町

西　

村　

俊　

哉　

様（
故　

敏
秀　

様
）

◆
武
蔵
町

清　

原　

和　

彦　

様（
故　

光
子　

様
）

◆
武
蔵
町

河　

野　

徳　

男　

様（
故　

富
美
子
様
）

◆
武
蔵
町

是　

松　

傳　

博　

様（
故　

傳
吉　

様
）

◆
武
蔵
町

長　

岡　

隆　

良　

様（
故　

美
知
子
様
）

◆
武
蔵
町

小　

野　
　
　

清　

様（
故　

カ
ズ　

様
）

◆
武
蔵
町

宮　

川　

尚　

己　

様（
故　

一
夫　

様
）

◆
武
蔵
町

帯　

刀　

元　

敏　

様（
故　

シ
ヅ
コ
様
）

◆
武
蔵
町

清　

末　

ナ　

ル　

様（
故　

栄
三　

様
）

◆
武
蔵
町

有　

次　

憲　

司　

様（
故　

一
美　

様
）

◆
武
蔵
町

長　

野　

清　

敏　

様（
故　

ミ
サ
コ
様
）

◆
武
蔵
町

瀧　

口　

俊　

介　

様（
故　

勇
司　

様
）

◆
武
蔵
町

森　
　
　

恵
津
子　

様（
故　

諭
志　

様
）

◆
武
蔵
町

西　

川　
　
　

一　

様（
故　

ヤ
ス
ノ
様
）

◆
武
蔵
町

瀧　

口　

統　

司　

様（
故　

ナ
ツ
ヱ
様
）

◆
武
蔵
町

河　

野　

静　

子　

様（
故　

正　
　

様
）

◆
武
蔵
町

髙　

野　

久　

史　

様（
故　

榮　
　

様
）

◆
安
岐
町

三　

浦　

義　

昭　

様（
故　

艶
子　

様
）

◆
安
岐
町

中　

野　

政　

則　

様（
故　

久
子　

様
）

◆
安
岐
町

宇
佐
野　

元　

生　

様（
故　

マ
サ
子
様
）

◆
安
岐
町

大　

杉　

伸
一
郎　

様（
故　

秀
伸　

様
）

◆
安
岐
町

髙　

橋　

道
与
志　

様（
故　

頼　
　

様
）

◆
安
岐
町

安　

部　

清　

忠　

様（
故　

博
公　

様
）

◆
安
岐
町

河　

野　

勝　

美　

様（
故　

多
嘉
男
様
）

◆
安
岐
町

河　

野　

シ
ゲ
子　

様（
故　

俊
男　

様
）

◆
安
岐
町

政　

谷　

淳　

司　

様（
故　

森
直　

様
）

◆
安
岐
町

𠮷　

田　

長　

生　

様（
故　

ト
モ　

様
）

◆
安
岐
町

清　

水　

準
一
郎　

様（
故　

キ
ミ
コ
様
）

◆
安
岐
町

堀　
　
　

節　

夫　

様（
故　

ヤ
ス
ヱ
様
）

◆
安
岐
町

中　

川　

辰　

美　

様（
故　

ミ
ツ
ヱ
様
）

◆
安
岐
町

井　

上　

元　

廣　

様（
故　

ハ
ナ　

様
）

◆
安
岐
町

荒　

木　

憲　

一　

様（
故　

一
治　

様
）

◆
安
岐
町

小　

玉　

光　

男　

様（
故　

都　
　

様
）

◆
安
岐
町

徳　

部　

伝　

造　

様（
故　

ヨ
シ
子
様
）

◆
安
岐
町

片　

山　

完　

治　

様（
故　

登
美
子
様
）

◆
安
岐
町

今　

村　

三
枝
子　

様（
故　

亮
一　

様
）

◆
安
岐
町

鈴　

木　

明　

継　

様（
故　

ト
キ
ヱ
様
）

◆
安
岐
町

溝　

部　

雅　

彦　

様（
故　

フ
ジ
子
様
）

◆
安
岐
町

森　

﨑　

那　

子　

様（
故　

良
行　

様
）

◆
安
岐
町

内　

林　

信　

之　

様（
故　

百
代　

様
）

◆
安
岐
町

宮　

川　

利　

徳　

様（
故　

玉
子　

様
）

◆
安
岐
町

森　

重　

タ
マ
コ　

様（
故　

康　
　

様
）

◆
杵
築
市

照　

山　
　
　

剛　

様（
故　

ト
ラ
エ
様
）

◆
別
府
市

花　

木　

豊　

治　

様（
故　

三
郎　

様
）

◆
別
府
市

板　

井　

か
ず
え　

様（
故
加
藤
潤
策
様
） 　

●
一
般
寄
付

◆
国
東
町

萬
弘
寺
詠
歌
部　

様

◆
武
蔵
町

井　

上　

康　

文　

様

◆
武
蔵
町
武
蔵
町
企
業
誘
致
会　

様

◆
安
岐
町

河　

野　

勝　

士　

様

◆
豊
後
高
田
市

宮　

崎　

博　

継　

様

　

●
物
品
寄
付

編
集
後
記

　

み
な
さ
ん
今
年
は
お
花
見
に
行
き
ま
し
た
か
？

　

お
花
見
で
欠
か
せ
な
い
桜
で
す
が
こ
の
桜
の
色
に
は

驚
く
べ
き
効
果
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
桜
の
色
は
ご
存
知

の
よ
う
に
ピ
ン
ク
色
で
こ
の
ピ
ン
ク
色
は
リ
ラ
ッ
ク
ス

効
果
や
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
若
返
り
効
果

も
期
待
で
き
る
そ
う
で
す
。
特
に
女
性
に
と
っ
て
は
美

し
さ
を
運
ん
で
く
れ
る
色
な
ん
で
す
よ
。 

（
Ｔ
Ｍ
）

◆
大
分
市

佐　

藤　

勝　

義　

様（
故　

ヨ
シ
ヱ
様
）

◆
大
分
市

林　

田　

宏　

義　

様（
故　

重
信　

様
）

◆
津
久
見
市

深　

江　

信　

吾　

様（
故　

ス
ミ
ヱ
様
）

◆
福
岡
県

髙　

橋　

智　

春　

様（
故
増
田
マ
キ
エ
様
）

◆
福
岡
県

後　

藤　

元　

生　

様（
故　

節
生　

様
）

◆
広
島
県

東　

名　

和　

利　

様（
故　

清
子　

様
）

◆
広
島
県

松　

林　
　
　

貢　

様（
故　

コ
ナ
ミ
様
）

◆
兵
庫
県

三
重
野　

利　

介　

様（
故　

千
鶴
子
様
）

◆
大
阪
府

清　

永　

和　

市　

様（
故　

正
二　

様
）

◆
大
阪
府

吉　

永　
　
　

香　

様（
故　

勝
美　

様
）

◆
愛
知
県

吉　

武　

秀　

美　

様（
故　

美
義　

様
）

◆
国
東
町

田　

中　

浩　

子　

様
電
動
ベ
ッ
ト　

一
台

◆
国
東
町
ヘ
ル
メ
ッ
ト
潜
水
㈱　

様
湯
た
ん
ぽ　
　

百
個

◆
安
岐
町

宮　

川　

利　

徳　

様
電
動
ベ
ッ
ト　

一
台

◆
安
岐
町
安
岐
小
学
校
児
童
会　

様
車
椅
子　
　
　

二
台


